


こぶたの　トンちゃんは、いすを　つくりました。

トン、トン、トン。
トン、トン、トン。



つぎは　とらが　やってきました。
とらは、いすを　ぎろぎろ　にらみながら　ききました。
「この　いすは　おとしものなのか？」
「ち、ちがいます。と、ともだちの　いすです」
トンちゃんは、やっと　こたえました。
「その　ともだちは　どこに　いるんだ？」
とらは、あたりを　うかがいました。
トンちゃんは、こわくて　だまりこみました。

すると。


